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湖南町調査を例と　して一　食生活の変遷につい
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　目的　社会の変動に伴い家庭のr食丿生活がうっり変ってきた一例として、摂取食

品及び繭理用具の変S 、食事状態について調査した。

　方法　摂取食品耐査の対象、時期、方法は家庭経営調£と同様であり、用具、食事

状態It同地区において昭和47年12月に調査をSI 施した。

　結果　(1)使用食品の変遷については自給から購入への移行、洋風化の指標となる食

品83種を取り　上げ‘た。　マヨ　ネーズ・油類はIt 後購入がのぴており、洋野菜の　レタ　ヌ　・

カ　リ　フラワ―は栽培がのぴ両地区共自給が多い。　これら食品の流通をみると魚・肉類

等の生鮮食品は郡山方面、野菜類は会津方面から入っている。　(2)調理用具の変a に

ついて鍋・電気器具等をみると住宅の増改築等によ　りイ　ロ　リ　・　タ　Ｆが姿を消し燃料も

枯木･ ス* からガス　・　電気という変遷に伴って羽釜・つる鍋は減少しアルマイト　・　両

’片手鍋が両地区共に増加している。　冷蔵庫、電% 釜は福良地区が高い普及率を示し

ている。（3)食生活の実態について食≪様式は大正から昭和30年の間に変化していa,

両地区の食事内容を調理手一法別にみると大半が汁物、漬物、直用食物で一日の調理回

数は福良z≫回、月　形3.9回で調理には時間をかけていないことがわかる。様式別には両

地区共和風料理が90 価以上を占めている。　以上この地B.の近代化は都会と比べて遅れ

ているが、現金の必要性が強くなった為に消費に対する意譲の璽要性が認識されてき

ている。
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■g.政哲学tn　現代精神状況と故郷喪失

真船均　，須田秀幸，高舘作* ,関口富左，影山弥

精
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不

て

防

神が、故郷喪失( Hei・atlosigkeit’一 住む家を失つていること　）の状況

にする。

安の感情を表現する文学* 、カミ　ふゝ　サルトル、カフカ、安部公

追求する。

備もなく、支えもなく、自分にはよそよそしく、脅かす無気*な

故郷を喪失している。


